
シンポジウム	
 

子どもの権利条約批准 20 周年に向けて‐子どもの権利の今、そしてこれからー	
 

	
 

日本が国連子どもの権利条約を批准したのが 1994 年。今年は 20 年目にあたります。この 20 年、日本の

子どもの権利の拡充のためにどんな活動が行われてきたのでしょうか。どんな成果があり、今どのような

状況にあるのでしょうか。それぞれの地域、それぞれの分野で、様々な取り組みが行われてきましたが、

それを共有し合う機会が少ないため、本シンポジウムでは、歴史的にも、横断的にも共有し合い、課題を

確かめ、今後の子どもの権利の擁護と拡充の強化を図っていきたいと思います。	
 

	
 

l とき	
 11 月 16 日（土）14:15～17:00（2 時間 45 分）	
 

l ところ	
 カルチャー棟	
 小ホール	
 

l シンポジスト	
 

荒田直輝	
 日本冒険遊び場づくり協会	
 (IPA)日本支部運営委員	
 

	
 実践/研究の両面から「子ども」と「社会」を「遊び」でつなぐ活動を展開中	
 

奥地圭子	
 NPO 法人東京シューレ	
 理事長	
 

	
 子どもの居場所・親の会を通して不登校の子どもの権利拡充に取り組む	
 

甲斐田万智子	
 認定 NPO 法人国際子ども権利センター	
 代表理事	
 

	
 国内外で子どもの権利を広め、カンボジアの児童労働・人身売買を防止	
 

長谷有美子	
 NPO 法人 CAP センター・JAPAN	
 事務局長	
 

	
 子どもの人権が尊重され、子どもへの暴力のない社会をめざし取り組む	
 

久保田邦子	
 チャイルドライン東京ネットワーク	
 NPO 法人めぐろチャイルドライン事務局長	
 

	
 大人と子どもが共に育ちあえる街づくりに寄与する	
 

影山秀人	
 子どものシェルターてんぽ	
 理事長	
 

	
 十代後半の居場所のない子どもたちのシェルターや自立援助ホームを運営	
 

明橋大二	
 とやま子どもの権利条約ネット	
 代表	
 

	
 大人と子どもの実行委員が協力し地域での子どもの権利啓発に取り組む	
 

谷川由起子	
 東日本大震災子ども支援ネットワーク	
 事務局	
 

	
 復興を子どもとともに進めるために、政策提言等をおこなっている	
 

	
 

l 進め方	
 
14:15	
 司会あいさつ	
 荒牧重人（山梨学院大学法科大学院教授）	
 

14:20	
 講演	
 喜多明人（子どもの権利条約ネットワーク代表）	
 

14:40	
 シンポジウム	
 

² 各団体の発表（各 10 分）	
 
² 会場より発言	
 
² シンポジスト意見交換	
 
² まとめ	
 喜多明人	
 
17:00	
 終了	
 

l 参加の皆さんへ	
 

このシンポジウムは、全体への基調講演的な位置づけとし、広い視野での共有を基本とし、もっと

詳しく知りたい、考えたい、深めたいというニーズについては、2 日目の各分科会に参加することで

満たしていただけると幸いです。	
 

 


